
日本の150以上の自治体が、ゼロカーボンシティを表明しています。ゼロカーボンの実現は、COVID-19からの
より良い世界への回復（グリーン・リカバリー）に不可欠であり、社会と経済が脱炭素化へ向かう良い循環を
生み出すことが課題となります。
このセッションでは環境省によるASEAN各国自治体へのこれまでの支援を通じた取組の紹介と脱炭素化に
向けた自治体の先進事例を共有します。
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